
皆さん、こんにちは。臨床検査科、超音波センターの鈴木です。私からは、肝臓の超音
波検査についてお話させていただきます。

1

地方独立行政法人市立秋田総合病院



はじめに、超音波検査について、簡単にご説
明します。超音波検査とは、人の耳には聞こえ
ない高い周波数をもつ音波、超音波を、プロー
ブという機械を腹部に当てながら送信し、はね
返ってくるエコー、反射波を、コンピューターで
処理、画像化して臓器の状態を調べる検査で
す。
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長所としては、リアルタイムで臓器の様子がわかること、機械を当てただけですぐに臓
器の状態や動きが観察できます。妊婦さんの検診にも利用されています。また、レント
ゲンやCTと違い、人体に影響がなく、繰り返し検査ができます。更に、ペースメーカー
を埋め込んでいる方も検査できます。
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逆に短所としては、空気を含む臓器、肺や胃、腸管は観察しにくいです。骨や、手術の
傷の後ろにある臓器も見えにくいです。また、高度肥満の方は深いところまで超音波
が届かないため、見えにく、十分な検査ができない場合もあります。
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次は実際の検査の様子です。腹部の検査時
は、技師と超音波の機械は患者様の右手側に
あります。プローブという道具を直接体にあて
て画像を記録していきます。プローブはいくつ
か種類があり、状況によって使い分けて検査し
ています。
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では、画像はどのように見えるかといいますと、
基本的に白黒の画像です。白く映るものは高
エコーと言い、骨や胆石、腎結石、ガスなどが
これに当てはまります。

黒く映るものは低エコーと言い、血管や胆嚢な
ど液体を含む所はこれに当てはまります。

通常の臓器を真ん中あたりとすると、脂肪のつ
いた肝臓、脂肪肝は高エコー寄り、悪性腫瘍
は低エコー寄りに観察されます。
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検査で何が分かるかと言いますと、臓器の大
きさ、変形はないか、腫瘍はないか、あった場
合、臓器のどこにあるか、大きさや形、腫瘍内
部の性状がわかります。その他にも胆嚢ポ
リープの有無や胆石、腎結石の有無、腸管の
炎症などもわかります。
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さて、肝臓は体のどこにあるでしょうか？肝臓は、腹部最大の臓器で、横隔膜直下の、
右上腹部にあり、左葉と右葉に分けられます。
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右葉の一部は、右の肋骨の下にあるため見え
にくく、息を吸ったり吐いたりしてもらいながら
位置を変えて検査しています。
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では、実際の超音波画像をみてみましょう。
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これは正常の肝臓を超音波でみたときの画像
です。左上が、肝臓左葉を縦切りにした画像、
その隣は、肝臓のだいたい真ん中の画像、左
下が、肝臓右葉を右の肋骨の下あたりからみ
た画像、その隣は、同じく肝臓右葉を右肋骨の
間からみた画像です。この様に、肝臓は大きい
ため、いろんな角度から観察しています。
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ここからは実際の症例を見ていきます。まず検
査でよくみる、肝のう胞という、良性の腫瘤で
す。丸い袋の中に水がたまり、超音波では黒く
抜けて見えます。基本的には人体に影響はありませんが、大きくなると、

圧迫感など、腹部症状がでることもあります。
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次は血管腫という腫瘤で、これもよく見る良性
の腫瘤です。基本的には白く、つまり高エコー
の腫瘤として観察されます。大きくなってない
か、超音波検査で経過観察するとこが多いで
す。
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次は脂肪肝の画像です。脂肪肝は、正常の肝
臓より白く映ります。また、くっきり黒く抜けるは
ずの血管が不明瞭で、深いところまで超音波
が届いていません。その為、検査が不十分に
なってしまうこともあります。
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次に慢性肝炎と肝硬変の超音波について説明
します。正常の肝臓は柔らかく、例えると卵とう
ふの様な柔らかさです。そこにB型やC型のウ

イルスの感染、アルコールなどの影響で肝臓
にダメージが加わり、治療せずに経過すると慢
性肝炎の状態になります。この時、肝臓は絹
から木綿とうふのような硬さになり、辺縁も丸く
なってきます。更に肝硬変の状態になると、肝
臓は凸凹して更に硬くなり、がんも様の硬さに
なってしまいます。
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これは慢性肝炎の画像です。肝臓の辺縁が丸
くなり、実質がやや粗くざらざらしている印象が
あります。
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続いて肝硬変の画像です。表面は凸凹してい
て、実質は慢性肝炎と比べ、更にざらざらして
います。また、変形もでてくることがあります。
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肝硬変が更に進行すると、肝臓や腸管などのまわり
に腹水が出てきます。腹水は超音波では黒く抜けて
見えます。お腹が張る、足がむくむなどの症状も出て
きます。
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次は肝細胞癌についてご説明します。肝細胞
癌は悪性の腫瘍です。肝臓に約５センチの腫
瘍があり、内部は高エコーな部分と低エコーな
部分が混在しています。これは肝細胞癌に特
徴的な所見です。また、腫瘍の辺縁に黒い縁
取りがあり、これも肝細胞癌に特徴的な所見で
す。
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次は転移性肝腫瘍についてお話します。肝臓
はほかの臓器の悪性腫瘍からの転移が起き
やすいです。肝臓に転移した腫瘍は多彩な像
を示し、大きさや形、内部構造が様々です。ま
た一つではなく、たくさんできることが多いです。
正常の肝臓にそのような腫瘍を見つけた場合
は、転移性腫瘍を疑い、原発巣はどこなのか
探さなくてはいけません。
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実際の画像です。この症例は肝臓内に、内部
が不均一な、大きい腫瘍がたくさんあります。
胃癌からの転移でした。
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次の症例は、肝臓内に、低エコーの、小さい腫
瘍がたくさんあります。乳癌からの転移でした。
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次は肝内胆管癌です。この腫瘍も悪性です。この症例は、肝臓に、大きな、境
界のはっきりしない腫瘍があります。この腫瘍があるため、黒い管のように見え
る、肝内胆管が拡張しています。この所見は肝内胆管癌に特徴的と言えます。
この様に、肝臓には色々な腫瘍ができることが多く、超音波でよく観察しながら
検査を進めていきます。
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検査中、超音波で腫瘍を発見しても、それが
肝細胞癌なのか、ほかの腫瘍なのか、鑑別し
にくい場合もあります。そこで腫瘍を更に詳しく
知るために造影超音波という検査があるので
ご紹介します。
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造影超音波は、ソナゾイドと言われるマイクロ
バブルを点滴と一緒に注射します。ソナゾイド
はCTの造影剤と違い、副作用が起こることは

めったにありません。ただ、卵黄を使った殻で
バブルを包んでいるため、卵アレルギーの方
は原則検査できません。
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検査の流れとしては、時間の経過とともに２つ
のステップがあります。一つ目は、造影剤注入
から約120秒まで、血管内に造影剤が存在す

る時相、これを血管相といいます。二つ目は、
その後、１０分以降の、バブルが肝臓のクッ
パー細胞という所に完全に取り込まれ、蓄積さ
れた時相、これを後血管相と言います。検査自
体は20から30分程度かかります。
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肝細胞癌の場合は、正常な肝臓と比べ、血管
相では早く、濃く、染まり、後血管相で黒く抜け
る特徴があるため、造影超音波によって、癌の
存在がより明確になり、確実な診断につなげる
ことができます。
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実際の症例です。肝臓に3.5センチの腫瘍があ

ります。肝細胞癌か確認するため、造影の検
査をしました。
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造影剤注入から10秒後の血管相では、腫瘍は周りの肝臓に比べ、早く、濃く、染まっ
ています。
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10分後の後血管相では、腫瘍は周りの肝臓に比べ、黒く抜けています。以上の結果か
ら、腫瘍は肝細胞癌の可能性が高いということがわかります。

30

地方独立行政法人市立秋田総合病院



また、特殊な検査として、肝臓の硬さを測る検査がありますのでご紹介します。肝硬度
測定といいますが、肝臓内を特殊な波が伝達する速度を測定し、硬さを数値として表
現します。正常の値に比べ、慢性肝炎、肝硬変になるにつれ、その値は高くなる、つま
り肝臓が硬くなってることがわかります。簡便にできるため、通常の超音波検査に加え、
肝硬度測定も実施することが多いです。
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これまでは、肝臓の検査についてお話してきましたが、実際の検査では、肝臓以外の
臓器も検査しています。定期的に検査をされる患者様のほかに、腹痛や吐き気などの
症状がある患者様も検査します。
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最後に超音波検査を受ける患者様に覚えておいてい
ただきたいことがいくつかあるのでまとめました。まず、
超音波検査は体に悪影響を及ぼさず、安心して受け
られる検査です。

食事は検査に影響を及ぼすため、基本的には絶食、
午前中の検査であれば朝食を食べずに検査します。
毎日飲んでいる薬は飲んでも大丈夫です。検査の際
には、服をあげてお腹を大きく出していただきます。ゼ
リーを塗り、機械を直接お腹に当てて検査します。検
査中は画像を見えやすくするため照明を暗くします。
検査中に体の向きを変えたり、息を吸ったり吐いたり
していただきます。検査結果は担当の医師から説明
があります。
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超音波検査はたいへん有用な検査ですが、こ
の検査だけでは分かりにくい病気もあります。
採血、胃や、大腸カメラ、レントゲンやCTなど、

他の検査と合わせて総合的に診断していくこと
が重要です。
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検査によってはお待たせしてしまう場合もございますが、より良い検査のために、患者
様のご協力をお願いいたします。以上で肝臓の超音波検査についてのお話は終わり
ます。ご清聴、ありがとうございました。
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